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１
．
は
じ
め
に

　

形
容
動
詞
は
、
数
々
の
品
詞
と
の
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
形
容

動
詞
が
他
品
詞
と
の
連
続
性
を
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
形
態
的
・
意
味
的
・

統
語
的
に
類
似
性
を
持
つ
も
の
が
複
数
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。
形
容
詞

と
は
、
意
味
的
・
統
語
的
に
、
名
詞
、
副
詞
と
は
主
に
形
態
的
に
重
な
る

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
品
詞
間
の
連
続
性
は
、
寺
村
（
１
９
８
２
）
を

中
心
に
、
形
態
面
か
ら
分
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
一

貫
し
て
意
味
的
側
面
か
ら
こ
の
連
続
性
を
観
察
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
そ
の
構
造
を
持
つ
に
は
、
意
味
機
能
に
何
ら
か
の
理
由
・
動

機
が
存
在
す
る
（
上
原
２
０
０
２
）
と
い
う
認
知
言
語
学
の
視
点
に
立
脚

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
形
容
動
詞
と
形
態
的
に
連
続
性
を
持
つ

副
詞
を
対
象
と
し
て
、
分
析
を
行
う
。
形
容
動
詞
周
辺
の
形
態
的
連
続
性

を
持
つ
語
の
意
味
上
の
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
品
詞
間
の
連
続
性
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

２
．
先
行
研
究

２
．
１　

形
容
動
詞
の
位
置
づ
け
と
意
味
に
か
か
わ
る
先
行
研
究

　
「
形
容
動
詞
」
と
い
う
名
は
、
形
容
的
性
質
を
持
ち
、
動
詞
的
な
活
用

を
す
る
特
徴
か
ら
、
芳
賀
（
１
９
０
５
）
が
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。
形
容

動
詞
は
、
学
校
教
育
の
文
法
体
系
で
は
、
活
用
す
る
自
立
語
で
あ
る
「
用

言
」
に
含
ま
れ
、
動
詞
や
形
容
詞
と
同
格
に
並
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
地
位

は
言
語
理
論
に
お
い
て
絶
対
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
で
、
ま
ず

形
容
動
詞
の
日
本
語
研
究
で
の
位
置
づ
け
を
概
観
す
る
。

　

現
行
の
学
校
文
法
の
も
と
と
な
っ
た
橋
本
（
１
９
４
８
）
の
文
法
体
系

で
は
、
形
容
動
詞
を
語
幹
（「
静
か
だ
」
の
場
合
の
「
静
か
」）
と
、
活
用

語
尾
（「
静
か
だ
」
の
場
合
の
「
だ
」）
を
合
わ
せ
て
一
語
相
当
と
し
、
単

一
の
品
詞
と
み
な
し
て
い
る
。
橋
本
は
特
に
、
文
語
文
法
と
の
接
続
を
重

視
し
、形
容
動
詞
を
一
品
詞
と
し
て
立
て
る
必
要
性
を
説
い
た
。
し
か
し
、

形
容
動
詞
は
活
用
の
形
態
上
、形
容
詞
や
副
詞
か
ら
脱
し
て
い
る
も
の
の
、

意
味
上
で
似
か
よ
う
形
容
詞
と
分
け
て
扱
う
べ
き
か
ど
う
か
疑
義
を
呈
し

て
お
り
、
形
容
詞
の
下
位
分
類
に
置
く
見
方
も
示
し
て
い
る
。

　

時
枝
（
１
９
５
０
）
は
形
容
動
詞
を
単
一
の
品
詞
と
認
め
な
い
立
場
で

あ
る
。
時
枝
は
、「
静
か
」「
丈
夫
」
と
い
う
語
形
の
変
化
し
な
い
語
（
体

言
）
に
、
指
定
の
助
動
詞
が
付
い
た
も
の
と
と
ら
え
、「
静
か
だ
」
は
二

語
相
当
だ
と
し
て
い
る
。
寺
村
（
１
９
８
２
）
は
、
形
容
動
詞
を
名
詞
と

形
容
詞
の
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
も
の
と
し
、「
名
詞
的
形
容
詞
」「
名
容

詞
」と
呼
ん
だ
。こ
れ
は
、時
枝
の
形
容
動
詞
語
幹
を
体
言
と
す
る
見
方
と
、

形
容
動
詞
を
形
容
詞
の
下
位
分
類
と
す
る
他
の
論
者
の
見
方
の
折
衷
案
と

意
味
的
側
面
か
ら
見
た
形
容
動
詞
と
副
詞
と
の
連
続
性
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い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
村
木
（
２
０
１
２
）
は
形
容
詞
の
タ
イ
プ
を
３

種
に
分
け
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
名
詞
と
さ
れ
て
き
た
語
類
を
「
第
１

形
容
詞
」「
第
２
形
容
詞
」「
第
３
形
容
詞
」
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
規
定
用

法
・
述
語
用
法
・
修
飾
用
法
に
お
け
る
語
尾
の
形
式
で
分
類
さ
れ
る
と
述

べ
て
い
る
。
形
容
動
詞
を
名
詞
類
の
下
位
区
分
に
位
置
づ
け
、
名
詞
類
を

大
き
く
「
体
詞
」
に
区
分
し
た
加
藤
（
２
０
１
５
）
な
ど
の
見
方
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
形
容
動
詞
の
位
置
づ
け
は
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
の
意
味
に
関
し
て
は
、
認
知
言
語
学
の
立
場
か

ら
見
た
研
究
に
特
筆
す
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
の
研
究
は
、
形
容
詞
と
形

容
動
詞
の
意
味
傾
向
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

D
ixon

（
１
９
７
７
）
は
、典
型
的
な
形
容
詞
の
意
味
ク
ラ
ス
１

と
し
て
、

物
が
空
間
に
占
め
る
寸
法
、
物
体
の
性
質
、
色
、
人
の
性
質
、
年
齢
、
評

価
、速
度
の
７
つ
の
ク
ラ
ス
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、Backhouse

（
１

９
８
４
）
は
、
形
容
詞
に
は
上
記
の
７
つ
の
ク
ラ
ス
が
見
い
だ
せ
る
が
、

形
容
動
詞
に
は
色
、
年
齢
、
速
度
は
存
在
し
な
い
と
考
察
し
て
い
る
。
上

原
（
２
０
０
２
）
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
も
と
に
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の

頻
出
語
の
意
味
分
類
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
で
上
原
はD

ixon
の
示
し

た
物
体
の
性
質
を
細
分
類
し
（
硬
度
、
形
、
重
さ
、
温
度
、
味
、
地
形
関

係
）、
加
え
て
、
新
た
に
９
つ
の
ク
ラ
ス
（
光
、
確
定
・
必
然
性
、
必
要
性
、

運
、
技
術
、
複
雑
さ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
分
布
・
区
別
、
対
照
）
を
設
定

し
て
い
る
。
表
１
に
各
研
究
者
の
意
味
ク
ラ
ス
を
示
す
。

　

形
容
動
詞
の
意
味
に
か
か
わ
る
研
究
は
他
に
も
見
ら
れ
る
が
、
三
者
の

形
容
動
詞
の
意
味
ク
ラ
ス
は
相
応
に
体
系
化
さ
れ
て
お
り
、
計
量
的
な
分

類
に
適
し
て
い
る
。
二
品
詞
の
意
味
傾
向
の
議
論
は
他
に
譲
る
が
、
本
稿

で
は
先
の
三
者
の
意
味
ク
ラ
ス
を
援
用
し
、
分
析
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

２
．
２　

副
詞
の
意
味
機
能
に
か
か
わ
る
先
行
研
究

　

副
詞
は
、
動
詞
や
名
詞
な
ど
と
は
異
な
り
、
命
題
の
中
核
部
分
を
形
づ

く
る
こ
と
は
な
い
。
学
校
文
法
で
の
規
範
的
に
は
用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・

形
容
動
詞
）
を
修
飾
し
、
連
用
修
飾
語
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
。

　

副
詞
の
意
味
を
と
ら
え
る
際
に
留
意
す
る
条
件
と
し
て
、
西
原
（
１
９

９
１
）
は
、
副
詞
の
意
味
内
容
は
言
語
使
用
者
の
「
自
主
的
判
断
」
で
選

択
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
現
実
世
界
の
様
態
、
時
間
な
ど
を
客
観

的
に
描
写
す
る
と
見
ら
れ
る
も
の
で
も
、
そ
の
描
写
に
は
話
し
手
の
判
断

が
加
わ
る
と
し
、
そ
の
判
断
の
主
観
性
に
は
段
階
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

表１：形容詞・形容動詞の意味クラス先行研究
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副
詞
の
存
在
は
論
理
構
造
に
と
っ
て
必
要
条
件
で
は
な
く
、
発
話
主
体
の

判
断
の
基
準
で
選
択
さ
れ
る
と
し
て
、
次
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

　
（
１
）
運
悪
く
上
司
と
目
が
合
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
（
１
）
は
、
副
詞
「
運
悪
く
２

」
を
省
い
て
も
文
が
成
立
す
る
。
こ
こ

に
は
「
上
司
と
目
を
合
わ
せ
た
く
な
い
」
と
い
う
話
し
手
の
思
い
が
前
提

に
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
「
目
が
合
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
へ
の
話
し
手

自
体
の
判
断
と
し
て
「
運
悪
く
」
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
副

詞
は
、
発
話
主
体
の
認
知
す
る
判
断
で
、
選
ば
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
副
詞
は
文
脈
に
よ
っ
て
多
義
的
に
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
竹
内
１
９
７
３
，
西
原
１
９
９
１
ほ
か
）。
例
と
し
て
、「
ず
っ
と
」

と
い
う
語
は
文
に
よ
っ
て
複
数
の
意
味
機
能
を
持
つ
。
な
お
、
以
降
、
特

に
断
り
の
な
い
用
例
は
す
べ
て
作
例
で
あ
る
。

　
（
２
）
ず
っ
と
励
ま
し
続
け
て
、
彼
女
は
や
っ
と
立
ち
直
っ
た
。

　
（
３
）	

空
を
ず
っ
と
見
渡
す
と
、
曇
り
始
め
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
（
４
）
ず
っ
と
歩
い
て
行
く
と
遺
跡
が
見
え
る
。

　
（
５
）
あ
の
頃
の
彼
は
、
今
よ
り
ず
っ
と
優
し
か
っ
た
。

　

以
上
に
見
る
よ
う
に「
ず
っ
と
」は
、（
２
）「
時
間
の
継
続
性
」、（
３
）「
空

間
の
角
度
の
広
さ
」、（
４
）「
距
離
の
長
さ
」、（
５
）「
比
較
の
程
度
の
大

き
さ
」
の
意
味
機
能
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
語
は
、
一
つ
の
尺
度
を
強
調

す
る
も
の
と
し
て
、
す
べ
て
「
程
度
」
の
意
味
に
収
め
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
複
数
の
意
味
機
能
を
持
つ
語
の
取
り
扱
い
は
検
討
を
要
す
る
。

　

副
詞
の
体
系
は
従
来
か
ら
多
く
の
研
究

者
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
表
２
に
各

研
究
者
の
副
詞
の
意
味
や
機
能
、
体
系
の

と
ら
え
方
を
示
す
。「
陳
述
」「
テ
ン
ス
・

ア
ス
ペ
ク
ト
」
な
ど
文
法
用
語
を
用
い
、

か
つ
比
較
的
大
分
類
で
示
さ
れ
た
も
の
を

左
か
ら
、
他
の
研
究
者
と
の
違
い
が
顕
著

に
見
ら
れ
る
分
類
が
右
に
続
く
。

　

副
詞
は
動
作
や
物
の
状
態
な
ど
様
態
を

表
す
副
詞
、
程
度
や
量
・
尺
度
を
表
す
副

詞
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
な
ど
に
か
か

わ
る
時
間
関
係
を
表
す
副
詞
、「
陳
述
の

副
詞
」と
呼
ば
れ
る
態
度
の
表
明
や
価
値
・

真
偽
を
判
断
す
る
副
詞
の
４
つ
に
大
別
で

き
る
。

　

工
藤
（
２
０
１
６
）
の
意
味
体
系
は
、

文
法
用
語
で
副
詞
の
意
味
構
造
が
示
さ

れ
、
他
の
論
者
が
〈
様
態
〉
と
す
る
類
を

「
情
態
」
ま
た
は
「
様
相
」
と
し
、〈
陳
述

の
副
詞
〉
に
は
〈
叙
法
〉〈
限
定
（
と
り

た
て
）〉〈
評
価
〉
と
い
う
小
分
類
を
立
て

て
い
る
。

　

中
右
（
１
９
８
０
）
は
、「
命
題
」
と

い
う
概
念
を
軸
に
副
詞
の
分
類
を
立
て

た
。
命
題
内
容
へ
の
か
か
わ
り
の
有
無

表２：副詞の意味機能の各研究者の分類
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で
、
副
詞
を
「
命
題
内
副
詞
」
と
「
命
題
外
副
詞
」
に
分
け
て
い
る
。
以

降
の
研
究
で
は
、
副
詞
を
命
題
と
の
か
か
わ
り
で
考
え
る
こ
と
が
一
般
的

に
な
っ
た
。
中
右
の
分
類
の
特
徴
は
、「
こ
こ
に
・
あ
そ
こ
で
」
な
ど
の

「
場
所
の
副
詞
」
の
立
項
と
、「
陳
述
の
副
詞
」
の
細
分
類
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
細
分
類
化
や
、
命
題
を
基
点
に
副
詞
を
と
ら
え
た
点
は
評
価
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　

益
岡
・
田
窪
（
１
９
９
２
）
は
中
右
に
準
じ
、
命
題
に
か
か
わ
る
副
詞

を
「
述
語
修
飾
副
詞
」、
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
含
む
文
全
体
に
か
か
わ
る
副
詞

を「
文
修
飾
副
詞
」と
し
て
い
る
。〈
程
度
の
副
詞
〉と
は
別
に〈
量
の
副
詞
〉

が
あ
る
こ
と
と
、「
陳
述
の
副
詞
」
を
、〈
陳
述
の
副
詞
〉〈
評
価
の
副
詞
〉

〈
発
言
の
副
詞
〉
に
分
け
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

西
原
（
１
９
９
１
）
は
、
中
右
や
工
藤
の
体
系
を
も
と
に
意
味
機
能
を

示
し
て
い
る
。
句
や
節
レ
ベ
ル
も
副
詞
と
認
め
て
い
る
点
は
、
橋
本
文
法

と
異
な
る
。
西
原
は
先
の
研
究
と
比
較
す
る
と
各
項
目
の
細
分
類
化
が
際

立
つ
。
た
と
え
ば
、「
様
態
」
の
類
を
〈
人
の
外
見
、
物
の
状
態
、
性
質
・

性
情
、
状
況
、
感
覚
〉
な
ど
に
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
西
原
は
副
詞
の
複

数
の
意
味
機
能
を
踏
ま
え
、
同
じ
語
で
も
複
数
の
類
に
入
れ
て
い
る
。
副

詞
の
多
義
性
を
考
慮
に
入
れ
、
か
つ
分
類
基
準
は
精
密
で
あ
る
。

　

仁
田
（
２
０
０
２
、
２
０
０
９
）
は
、
文
は
言
語
活
動
の
所
産
で
あ
る

と
し
、
話
し
手
が
外
在
・
内
在
的
世
界
と
の
関
係
で
描
き
取
っ
た
客
体
的

な
出
来
事
や
事
柄
を
表
し
た
「
言
表
事
態
」
と
、
言
表
事
態
を
め
ぐ
っ
て

の
話
し
手
の
主
体
的
な
と
ら
え
方
お
よ
び
話
し
手
の
発
話
・
伝
達
的
態
度

の
あ
り
方
を
示
し
た
「
言
表
態
度
」
と
か
ら
成
る
こ
と
を
示
し
た
。「
言

表
事
態
」
は
中
右
で
い
う
命
題
、「
言
表
態
度
」
は
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
相
当

す
る
。

　

こ
れ
ま
で
副
詞
は
、
述
語
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
の
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
て
き

た
。
従
来
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
は
命
題
に
対
す
る
階
層
性
が
認
め
ら
れ
て
い

る
（
北
原
１
９
８
１
、
寺
村
１
９
８
２
、
仁
田
１
９
８
５
、
益
岡
１
９
９

１
ほ
か
）。
こ
の
日
本
語
の
文
構
造
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
副
詞
と
の
関
連
を

よ
り
前
面
に
出
し
て
い
る
の
が
、
高
木
（
１
９
９
７
）
で
あ
る
。
高
木
は

文
の
階
層
性
を
も
と
に
、
副
詞
の
意
味
特
徴
に
も
階
層
性
が
見
ら
れ
る
と

主
張
す
る
。ま
た
、高
木
の
と
ら
え
方
は
個
々
の
語
を
完
全
に
一
分
類
に
分

け
ず
、
他
の
階
層
に
わ
た
り
意
味
を
と
ら
え
る
点
で
、
西
原
と
共
通
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
副
詞
の
意
味
機
能
は
各
研
究
者
で
大
き
な
相
違

は
な
く
、
様
態
の
副
詞
、
程
度
や
量
の
副
詞
、
時
間
関
係
の
副
詞
、
態
度

表
明
の
副
詞
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
の
意
味
分
析
で
は
、

ま
ず
こ
の
大
別
を
行
う
。
中
右
を
起
点
に
、
以
降
の
論
者
が
細
分
類
を
し

て
い
る
が
、
呼
称
に
差
異
が
あ
る
の
み
で
、
想
定
す
る
語
群
は
大
き
く
変

わ
ら
な
い
。
こ
の
な
か
で
、
最
も
細
分
類
し
て
い
る
の
は
西
原
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
細
密
な
分
類
基
準
が
あ
れ
ば
、
形
容
動
詞
と
副
詞
の
品
詞
間

に
あ
る
語
の
詳
細
な
分
析
が
か
な
う
。

　

以
上
か
ら
、意
味
分
析
に
お
い
て
は
、副
詞
の
意
味
を
様
態
、程
度
・
量
、

時
間
関
係
、
態
度
表
明
に
大
別
し
、
そ
こ
か
ら
西
原
の
分
類
を
も
と
に
細

分
類
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
次
節
で
は
、
先
に
示
し
た
副
詞
の

意
味
分
類
と
形
容
動
詞
の
意
味
ク
ラ
ス
の
相
違
を
整
理
し
、
対
象
語
を
分

析
す
る
た
め
の
前
段
階
に
入
る
。

２
．
３　

方
法
と
し
て
の
意
味
分
類
の
再
整
理

　

形
容
動
詞
の
分
類
は
、
上
原
（
２
０
０
２
）
の
意
味
ク
ラ
ス
を
そ
の
ま

ま
援
用
す
る
の
で
は
な
く
、
本
稿
の
分
析
の
た
め
に
精
緻
化
す
る
。
新
た
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に
５
つ
の
ク
ラ
ス
（
心
理
状
態
、
状
況
、
事
象
の
性
質
、
位
置
・
立
場
、

程
度
）
を
追
加
し
、〈
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
〉（
派
手
な
、
上
品
な
）
は
〈
物
体

の
性
質
〉〈
人
の
性
質
〉
な
ど
に
置
き
換
え
ら
れ
る
た
め
、
削
除
す
る
。

表
３
に
上
原
と
本
稿
の
意
味
ク
ラ
ス
を
示
す
。
前
掲
の
表
２
を
照
合
さ
せ

る
と
、
形
容
動
詞
と
副
詞
の
意
味
機
能
に
は
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。

　

橋
本
（
１
９
３
５
）
が
、「
情
態
の
副
詞
は
大
部
分
は
形
容
動
詞
と
な

つ
て
用
言
の
一
種
と
な
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、〈
様
態
（
情
態
）
の

副
詞
〉
は
形
容
動
詞
と
意
味
的
に
類
似
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
点
は
、

奥
田
（
２
０
１
４
）、
工
藤
（
２
０
１
６
）
ほ
か
多
数
に
同
様
の
指
摘
が

あ
る
。

　

形
容
動
詞
の
意
味
ク
ラ
ス
の
〈
状
況
〉〈
心
理
状
態
〉
に
は
、「
完
全
・

危
険
」「
虚
ろ
・
不
安
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
西
原
の
副
詞

の
体
系
で
〈
様
態
〉
と
さ
れ
る
「
き
ち
ん
と
・
は
ら
は
ら
」「
ぼ
お
っ
と
・

び
く
び
く
」
と
意
味
的
に
対
応
す
る
。
森
田
（
２
０
０
８
）
の
定
義
を
借

用
す
る
と
、〈
様
態
の
副
詞
〉
に
は
、
動
作
・
現
象
の
程
度
の
あ
り
よ
う

や
動
作
・
状
態
の
進
行
・
継
続
過
程
に
お
け
る
様
態
を
表
す
も
の
が
あ
る
。

「
完
全
に
終
わ
っ
た
」「
き
ち
ん
と
終
わ
っ
た
」
の
よ
う
に
、
連
用
修
飾
す

る
と
ど
ち
ら
も
述
語
動
詞
「
終
わ
る
」
の
様
態
を
具
体
的
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
ク
ラ
ス
は
他
に
も
あ
る
。〈
物
体
の
性
質
〉（
固
め
・

高
温
な
ど
）、〈
人
の
性
質
〉（
陽
気
・
勝
手
な
ど
）、〈
事
象
の
性
質
〉（
円
滑
・

無
駄
な
ど
）
は
そ
の
も
の
の
持
つ
特
徴
を
表
す
た
め
、
動
作
・
状
態
の
あ

り
よ
う
を
示
す
「
様
態
」
に
一
見
不
相
応
で
あ
る
。
だ
が
、副
詞
に
も
「
べ

た
べ
た
（
物
の
性
質
）」「
お
っ
と
り
（
人
の
性
質
）」「
あ
っ
さ
り
（
事
象

の
性
質
）」な
ど
と
意
味
機
能
が
対
応
す
る
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
ペ

ン
キ
を
べ
た
べ
た
塗
る
」
の
よ
う
に
、
述
語
動
詞
を
よ
り
詳
し
く
説
明
す

る
は
た
ら
き
が
あ
る
。
ま
た
、〈
速
度
〉（
迅
速
・
早
め
な
ど
）、〈
位
置
・

立
場
〉（
間
近
・
逆
な
ど
）
も
、〈
様
態
の
副
詞
〉
の
「
は
や
く
・
せ
っ
せ

と
」「
ま
っ
す
ぐ
・
ぎ
ゃ
く
に
」
と
意
味
的
に
重
な
る
。
様
態
の
副
詞
は

従
来
の
指
摘
ど
お
り
、
形
容
動
詞
と
意
味
的
に
符
合
す
る
も
の
が
多
い
。

　

形
容
動
詞
の
意
味
ク
ラ
ス
〈
程
度
〉
の
「
十
分
・
沢
山
」
は
、〈
程
度

の
副
詞
〉
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
程
度
」
と
い
う
名
称
か
ら
も
合
致
す

る
と
お
り
、
こ
れ
ら
も
意
味
的
に
重
な
る
と
い
え
る
。

　
〈
評
価
〉〈
確
定
・
必
然
性
〉〈
必
要
性
〉〈
運
〉〈
複
雑
さ
〉
は
、〈
態
度

表
明
の
副
詞
〉
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
ク
ラ
ス
に
属
す
る
「
適
切
・

不
正
」「
当
た
り
前
・
正
確
」「
不
要
・
必
要
」「
幸
せ
・
不
幸
」「
微
妙
・

簡
単
」
な
ど
の
語
は
、物
事
に
対
す
る
主
体
の
判
断
や
評
価
を
含
意
す
る
。

こ
れ
は
、〈
態
度
表
明
の
副
詞
〉
の
「
ま
あ
ま
あ
・
当
然
・
た
し
か
に
・

か
な
ら
ず
・
幸
い
に
も
・
あ
っ
さ
り
」
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
意
味
的
に

近
い
位
置
に
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

残
る
副
詞
の
大
分
類
の
〈
時
間
関
係
の
副
詞
〉
は
、
形
容
動
詞
に
対
応

す
る
ク
ラ
ス
が
な
い
。〈
時
間
関
係
〉
の
語
が
形
容
動
詞
に
ほ
ぼ
見
ら
れ

な
い
こ
と
は
、
形
容
動
詞
の
程
度
性
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
形
容
動

詞
は
、
形
容
詞
も
含
め
、
そ
の
語
の
内
部
に
程
度
性
を
備
え
て
い
る
（
上

表３：意味クラスの比較
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原
２
０
０
３
，
八
亀
２
０
０
８
，
加
藤
２
０
１
５
ほ
か
）。
そ
の
た
め
、

形
容
動
詞
は
「
そ
の
指
摘
は
か
な
り
適
切
だ
」「
今
は
も
っ
と
幸
せ
で
す
」

の
よ
う
に
〈
程
度
の
副
詞
〉
を
修
飾
で
き
る
。
し
か
し
、
時
間
に
か
か
わ

る
語
は
品
詞
に
関
係
な
く
、
程
度
性
を
持
た
な
い
。「

＊
か
な
り
ま
も
な

く
始
め
る
」「
？

も
っ
と
明
日
、
仕
事
が
あ
る
３

」
な
ど
の
例
を
見
て
も
顕

著
で
あ
る
。
形
容
動
詞
の
意
味
の
範
疇
に
〈
時
間
関
係
〉
が
存
在
し
に
く

い
の
は
、こ
の
よ
う
な
形
容
動
詞
の
特
質
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

形
容
動
詞
の
意
味
ク
ラ
ス
で
副
詞
の
意
味
分
類
と
対
応
が
見
ら
れ
な
い

も
の
も
存
在
す
る
。〈
寸
法
〉（
長
い
・
大
き
め
）、〈
色
〉（
赤
い
・
真
っ
白
な
）、

〈
光
〉（
明
る
い
・
真
っ
暗
な
）
は
、
語
と
し
て
対
応
す
る
副
詞
が
管
見
の

か
ぎ
り
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
〈
様
態
の
副
詞
〉
は
、
動
作
・
状
態
の
あ

り
よ
う
を
示
し
、
述
語
動
詞
の
様
態
を
よ
り
具
体
的
に
さ
せ
る
修
飾
語
で

あ
る
。
先
の
４
分
類
も
「
ボ
ー
ル
は
フ
ェ
ン
ス
を
大
き
く
越
え
た
」
の
よ

う
に
述
語
動
詞
の
様
態
を
具
体
的
に
す
る
機
能
を
担
う
。
そ
の
た
め
、
こ

の
４
分
類
は
意
味
機
能
と
し
て
〈
様
態
の
副
詞
〉
と
重
な
る
と
判
断
で
き

る
。
同
じ
理
由
で
、〈
対
照
〉（
等
し
い
・
対
等
）
も
語
の
対
応
は
見
ら
れ

な
い
が
、
物
事
に
対
す
る
主
体
の
判
断
や
評
価
を
含
意
す
る
〈
態
度
表
明

の
副
詞
〉
の
意
味
機
能
に
対
応
す
る
と
い
え
る
。

　

残
り
の
〈
年
齢
〉、〈
分
布
・
区
別
〉
は
、
語
で
も
意
味
機
能
で
も
対
応

が
見
ら
れ
な
い
。〈
年
齢
〉に
は「
若
い
」「
幼
い
」な
ど
が
あ
り
、一
見〈
様

態
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
人
や
動
物
な
ど
生
物
に
修
飾
し
や
す

く
、
動
作
に
は
修
飾
し
に
く
い
。
つ
ま
り
、
体
言
の
修
飾
が
本
務
に
な
り

や
す
く
、
連
用
修
飾
の
形
が
限
定
的
に
な
り
や
す
い
。
こ
れ
は
、「
動
作
・

現
象
の
程
度
の
あ
り
よ
う
や
動
作
・
状
態
の
進
行
・
継
続
過
程
に
お
け
る

様
態
を
表
す
」
と
い
う
〈
様
態
の
副
詞
〉
の
定
義
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

　
「
若
い
」
が
連
用
修
飾
に
な
る
例
と
し
て
、『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均

衡
コ
ー
パ
ス
』で
は
「
見
え
る
／
見
ら
れ
る
」「
な
る
／
い
る
」が
後
接
す
る

も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
補
助
動
詞
的
で
あ
り
、文
中
で「
若

く
」
が
脱
落
す
る
と
補
助
動
詞
の
係
り
先
が
な
く
な
る
た
め
、
不
自
然
に

な
る
。〈
様
態
の
副
詞
〉は
用
言
に
情
報
を
加
え
る
は
た
ら
き
を
す
る
た
め
、

省
略
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、「
若
く
」
は
補
助
動
詞
的
な
語
以
外
に
も

次
の
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
「
若
く
」
が
脱
落
す
る
と
不
適
に
な
る
。

（
７
）
荒
れ
た
生
活
の
せ
い
も
あ
っ
て
実
年
齢
よ
り
若
く
評
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、（
名
倉
和
希
『
愛
し
い
標
的
』
成
美
堂
出
版

２
０
０
５
）

（
８
）
高
タ
ン
パ
ク
食
品
で
、
そ
の
ほ
か
に
も
成
人
病
の
予
防
や
か
ら

だ
を
若
く
保
つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。（
北
山
耕
平
『
自
然
の
レ
ッ

ス
ン
』
太
田
出
版
２
０
０
１
）

　

以
上
か
ら
〈
年
齢
〉
は
、〈
様
態
の
副
詞
〉
と
対
応
す
る
と
は
い
え
な
い
。

　
〈
分
布
・
区
別
〉
の
ク
ラ
ス
は
語
に
よ
っ
て
〈
様
態
の
副
詞
〉
に
重
な

る
も
の
も
あ
る
。「
ば
ら
ば
ら
・
別
々
」な
ど
は「
生
徒
は
ば
ら
ば
ら
／
別
々

に
分
か
れ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
動
作
の
進
行
過
程
に
お
け
る
様
態
を
表

し
、〈
様
態
の
副
詞
〉
と
合
致
す
る
。
し
か
し
、「
別
」
は
様
相
が
異
な
る
。

　
（
９
）
会
計
を
別
に
す
る
。　
　
　
　
（
10
）
別
の
家
を
探
し
た
い
。

　
（
11
）
別
に
何
も
考
え
て
い
な
い
。

　

以
上
の
作
例
を
見
る
と
、（
10
）
は
連
体
修
飾
だ
が
（
９
）
と
共
通
し
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て
後
接
の
語
に
情
報
を
付
加
す
る
機
能
を
担
う
た
め
、〈
様
態
の
副
詞
〉

的
な
性
質
を
持
つ
と
い
え
る
。
し
か
し
、（
11
）
は
「
特
に
」
と
類
似
し

た
意
味
で
あ
り
、
工
藤
（
２
０
１
６
）
が
示
す
「
と
り
た
て
」
の
副
詞
に

含
ま
れ
、『
岩
波
国
語
辞
典
』（
２
０
１
９
年
第
八
版
）
で
も
「
形
容
動
詞
」

と
別
の
項
目
で
「
副
詞
」
と
判
断
さ
れ
る
。（
11
）
は
前
の
２
例
と
意
味

も
品
詞
も
異
な
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、「
別
」
は
〈
様
態
〉
だ
け
と

は
い
え
な
い
。
副
詞
の
意
味
機
能
か
ら
見
る
と
、〈
分
布
・
区
別
〉
は
〈
様

態
の
副
詞
〉
だ
け
で
な
く
、〈
態
度
表
明
の
副
詞
〉
も
兼
ね
備
え
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

　

形
容
動
詞
と
副
詞
の
意
味
対
応
を
整
理
し
た
結
果
を
表
４
に
示
す
。
こ

れ
ら
の
対
応
関
係
の
形
態
的
な
連
続
性
へ
の
影
響
を
次
節
で
検
討
す
る
。

３
．
形
容
動
詞
と
副
詞
の
意
味
分
析

３
．
１　

対
象
と
方
法

　

本
節
で
は
、
形
容
動
詞
と
副
詞
の
間
に
見
ら
れ
る
意
味
特
徴
を
検
討
す

る
た
め
の
対
象
語
と
方
法
を
述
べ
る
。
対
象
語
は
、典
型
的
な
形
容
動
詞
・

副
詞
の
語
類
に
加
え
て
、
一

方
の
品
詞
と
の
形
態
的
な

連
続
性
が
認
め
ら
れ
て
い

る
語
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ

ら
は
、『
現
代
日
本
語
書
き

言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
語
彙

表
』
の
「
短
単
位
語
彙
表

デ
ー
タ
」
か
ら
頻
度
の
高
い

も
の
を
抽
出
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
は
「
語
彙
素
」
と
い
う
、
辞
書
の
見
出

し
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
形
で
集
計
さ
れ
て
い
る
。「
あ
ん
ま
り
」「
あ
ま
り
」

は
す
べ
て
「
余
り
」
と
し
て
集
計
さ
れ
る
。
対
象
語
を
表
５
に
示
す
。

　

形
容
動
詞
の
語
は
、『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
で
「
形

状
詞
（
形
容
動
詞
語
幹
を
指
す
）」と
判
定
さ
れ
た
も
の
か
ら
、
連
体
修
飾

す
る
際
に
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
「

−

な
」
を
後
接
し
て
修
飾
す
る
も
の
を

抽
出
し
た
。
副
詞
の
語
は
、
連
用
修
飾
が
可
能
で
、「

−

な
」
の
後
接
が

不
可
能
で
あ
り
、「
呼
応
の
副
詞
」と
も
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
抽
出
し
た
。

中
間
的
な
語
は
、
文
脈
に
よ
っ
て
形
容
動
詞
的
に
も
副
詞
的
に
も
は
た
ら

く
も
の
を
抽
出
し
た
。い
ず
れ
も
語
種
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
選
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
多
く
の
副
詞
研
究
は
句
や
節
の
単
位
で
体
系
化
し
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
の
副
詞
は
、形
容
動
詞
と
の
形
態
的
な
連
続
性
を
考
え
る
上
で
は
、

意
味
を
成
さ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
句
や
節
単
位
の
副
詞
は
、
語
単
位
に
と

ら
わ
れ
ず
、
定
型
化
し
て
い
て
、
か
つ
連
用
修
飾
の
構
造
を
成
す
点
で
は
、

副
詞
研
究
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
持
つ
。
し
か
し
、
本
研
究
で
は
、

副
詞
を
文
の
成
分
と
区
別
す
る
姿
勢
を
と
り
、こ
れ
ら
を
取
り
上
げ
な
い
。

　

本
稿
の
分
析
で
は
、
前
節
の
意
味
の
対
応
関
係
を
踏
ま
え
、
対
象
語
を

表４：形容動詞と副詞の
意味分類の整理

表５：形容動詞・副詞の
対象語一覧
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品
詞
に
か
か
わ
ら
ず
〈
様
態
〉〈
程
度
〉〈
態
度
表
明
〉〈
時
間
関
係
〉
に

大
別
す
る
。
さ
ら
に
、
西
原
（
１
９
９
１
）
と
本
稿
の
分
類
を
も
と
に
、

細
分
類
を
行
う
。
対
象
語
の
意
味
の
範
囲
は
『
明
鏡
国
語
辞
典
』（
２
０

１
１
第
二
版
）や『
分
類
語
彙
表
』を
用
い
、精
査
し
た
。
西
原
や
上
原（
２

０
０
２
）
の
分
析
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
語
は
、
辞
書
の
表
記
と
筆

者
の
内
省
で
分
類
を
選
択
し
た
。

３
．
２　

分
析
と
考
察

　

以
上
に
基
づ
い
て
整
理
し
た
結
果
を
表
６
、
７
に
示
す
。
表
６
、
７
か

ら
、
３
項
目
で
異
な
る
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

典
型
的
な
形
容
動
詞
は
、
意
味
の
大
分
類
が
総
じ
て
〈
様
態
〉
と
〈
態

度
表
明
〉
で
あ
る
。
一
語
が
形
容
動
詞
の
複
数
の
意
味
ク
ラ
ス
に
属
し
て

い
て
も
、副
詞
の
大
分
類
の
〈
様
態
〉
か
ら
は
外
れ
な
い
。
大
分
類
が
〈
態

度
表
明
〉
の
語
は
、
細
分
類
で
〈
評
価
〉〈
確
定
・
必
然
性
〉〈
必
要
性
〉

に
分
か
れ
、
一
見
す
る
と
主
体
の
判
断
が
強
く
出
る
語
が
多
い
。

　

典
型
的
な
副
詞
は
、〈
程
度
〉〈
時
間
関
係
〉
の
語
が
存
在
し
て
い
る
点

で
形
容
動
詞
の
語
類
と
異
な
る
。
ま
た
、
大
分
類
が
〈
態
度
表
明
〉
で
細

分
類
が
〈
評
価
〉
の
対
象
語
は
見
ら
れ
な
い
。〈
様
態
〉
の
語
も
少
な
く
、

〈
様
態
〉
で
あ
っ
て
も
他
の
大
分
類
を
兼
任
し
て
い
る
。

　

中
間
的
な
語
類
は
他
の
語
類
と
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
ず
、
複
数

の
大
分
類
に
ま
た
が
る
、多
義
的
な
語
が
多
い
。
そ
の
う
ち
、「
非
常
」「
確

か
」「
大
変
」「
別
」「
結
構
」「
余
り
」
は
す
べ
て
〈
様
態
〉
の
意
味
を
持
つ
。

加
え
て
、
典
型
的
な
副
詞
に
見
ら
れ
た
〈
程
度
〉〈
態
度
表
明
〉
の
意
味

を
兼
任
し
て
い
る
。「
沢
山
」
は
、〈
様
態
〉
の
意
味
を
持
た
な
い
が
〈
程

度
〉
と
〈
態
度
表
明
〉
の
〈
必
要
性
〉
の
意
味
を
兼
ね
て
い
る
。
こ
れ
は

表６：対象語の意味分類一覧

表７：対象語の意味分類の数値結果



− 23 −

数
が
少
な
い
が
典
型
的
な
形
容
動
詞
の
意
味
に
見
ら
れ
た
も
の
と
一
致
す

る
。
ま
た
、〈
時
間
関
係
〉
の
語
が
対
象
語
に
は
見
ら
れ
な
い
。
形
容
動

詞
の
意
味
ク
ラ
ス
に
〈
時
間
関
係
〉
の
対
応
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、

典
型
的
な
形
容
動
詞
や
中
間
的
な
語
に
も
〈
時
間
関
係
〉
の
語
は
存
在
し

に
く
い
と
い
う
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。

　

各
語
類
の
傾
向
と
し
て
以
上
の
こ
と
が
読
み
取
れ
た
が
、
特
筆
す
べ
き

な
の
は
「
丁
度
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
副
詞
の
４
つ
の
大
分
類
す
べ
て
を

満
た
す
。
以
下
が
４
つ
の
大
分
類
に
即
し
た
「
丁
度
」
の
用
例
で
あ
る
。

〈
様
態
〉
密
着
度

（
12
）
Ｉ
Ｍ
Ｅ
ツ
ー
ル
バ
ー
は
、
次
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
に
示
す

よ
う
に
、
ワ
ー
ド
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
右
下
に
ち
ょ
う
ど
収
ま
る

位
置
に
移
動
し
て
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。（
大
野
恵
太
『
こ
れ

で
わ
か
る
ワ
ー
ド
２
０
０
２
』
エ
ス
シ
ー
シ
ー
２
０
０
１
）

〈
程
度
〉
過
不
足
な
し

（
13
）「
追
い
風
が
吹
い
た
ら
攻
め
ろ
」
と
言
っ
て
も
、
い
つ
も
ち
ょ
う

ど
い
い
具
合
に
追
い
風
が
吹
い
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
高
橋
が
な
り
『
が
な
り
流
！
』
青
春
出
版
社
２
０
０
４
）

〈
態
度
表
明
〉
比
喩

（
14
）
ち
ょ
う
ど
キ
ー
ボ
ー
ド
を
は
ず
し
て
持
ち
歩
く
よ
う
な
も
の
な

の
で
、
ど
こ
で
も
原
稿
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
野
口
悠
紀
雄
『｢

超｣

整
理
法
』
中
央
公
論
社
１
９
９
３
）

〈
時
間
関
係
〉
同
時

（
15
）
先
週
の
今
頃
、
ち
ょ
ー
ど
、
コ
ン
サ
ー
ト
真
っ
只
中
。（
Ｙ
ａ
ｈ

ｏ
ｏ
！
ブ
ロ
グ
２
０
０
８
）

　

い
ず
れ
も
「
あ
る
基
準
に
過
不
足
が
な
い
よ
う
す
」
を
示
し
た
用
例
で

あ
る
。「
あ
る
基
準
」
が
数
量
や
時
間
的
・
空
間
的
な
も
の
の
ど
れ
に
よ

る
か
で
意
味
機
能
が
変
わ
る
。
こ
れ
ま
で
の
傾
向
と
整
合
さ
せ
る
と
、
中

間
的
な
語
に
入
り
そ
う
だ
が
、「
丁
度
」
は
形
容
動
詞
的
な
は
た
ら
き
は

し
な
い
。
こ
れ
に
は
、〈
時
間
関
係
〉〈
態
度
表
明
（
比
喩
）〉
の
意
味
が

関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
典
型
的
な
形
容
動
詞
、
中
間
的
な
語
類
に
〈
時

間
関
係
〉
の
語
は
対
象
語
に
存
在
し
な
い
。〈
時
間
関
係
〉
の
意
味
に
よ
っ

て
、
形
容
動
詞
的
な
は
た
ら
き
が
で
き
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、〈
態
度

表
明
〉の
比
喩
は「
ま
る
で
」な
ど
が
属
す
る
。
副
詞
的
な
語
と
助
動
詞「
よ

う
だ
」
な
ど
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
る
も
の
で
、
形
容
動
詞
は
比
喩
の
は

た
ら
き
を
持
ち
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り
、
複
数
の
大
分
類
に
属

し
て
い
て
も
、
形
容
動
詞
に
即
さ
な
い
意
味
が
含
ま
れ
れ
ば
、
形
容
動
詞

的
な
は
た
ら
き
が
で
き
な
い
と
い
え
る
。

　

西
原
（
１
９
９
１
）
の
述
べ
る
よ
う
に
、
副
詞
の
意
味
内
容
は
話
し
手

の
判
断
で
あ
る
「
主
観
性
」
を
伴
う
。
ど
の
副
詞
も
根
幹
に
は
主
体
（
話

し
手
）
の
主
観
性
を
含
ん
で
い
る
。
西
原
は
そ
の
な
か
で
も
、
判
断
の
主

観
性
に
は
段
階
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、〈
時
間
関
係
の
副
詞
〉（
直
ぐ
・

突
然
）
や
〈
程
度
の
副
詞
〉（
最
も
・
一
寸
）
は
客
観
的
尺
度
を
当
て
は

め
て
実
証
で
き
る
も
の
だ
と
し
、〈
態
度
表
明
の
副
詞
〉（
う
っ
か
り
・
さ

い
わ
い
に
も
）
は
主
観
的
尺
度
に
よ
る
も
の
と
す
る
の
が
適
当
と
述
べ
て

い
る
。〈
時
間
関
係
〉〈
程
度
〉
の
副
詞
よ
り
も
、〈
態
度
表
明
〉
の
ほ
う

が
主
観
性
の
段
階
と
し
て
は
上
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〈
様

態
〉
の
副
詞
に
あ
た
る
も
の
の
指
摘
が
な
い
が
、〈
様
態
〉
で
も
あ
り
〈
態

度
表
明
〉
で
も
あ
る
「
き
ち
ん
と
」
は
主
観
的
・
客
観
的
尺
度
の
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
の
な
か
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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こ
れ
は
、〈
様
態
〉
に
多
く
属
す
る
形
容
動
詞
の
意
味
分
類
を
困
難
に

す
る
。
西
尾
（
１
９
７
２
）
と
八
亀
（
２
０
０
８
）
は
、
形
容
動
詞
含
め

形
容
詞
類
は
、全
般
的
に
評
価
性
を
帯
び
る
と
指
摘
す
る
。
西
尾
ほ
か
は
、

こ
こ
で
の
評
価
性
を
「
話
し
手
の
主
体
的
な
か
か
わ
り
の
有
無
」
と
と
ら

え
て
い
る
。同
じ
よ
う
に
、副
詞
の
主
観
性
も「
主
体
の
か
か
わ
り
の
有
無
」

と
と
ら
え
れ
ば
、
形
容
動
詞
す
べ
て
に
強
弱
は
あ
れ
ど
も
主
観
性
、
つ
ま

り
〈
態
度
表
明
〉
的
な
意
味
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
「
素
敵
」
を
〈
態
度
表
明
〉、「
奇
麗
」
を
〈
様
態
〉
に
分
類
し

た
こ
と
に
言
及
す
る
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
話
し
手
の
主
観
性
を
含
み
、

使
用
さ
れ
る
場
面
も
類
似
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に

分
類
し
た
の
は
、
そ
の
判
断
の
描
写
が
瞬
間
的
に
行
わ
れ
る
か
否
か
が
主

観
性
の
段
階
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
池
上（
２
０
０
３
）

は
、話
し
手
の
主
観
性
が
顕
現
さ
れ
る
も
っ
と
も
典
型
的
な
場
合
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〈
い
ま
〉
と
い
う
時
点
、〈
こ
こ
〉
と
い
う
地
点
に
自
ら
を
位
置
づ
け

た
〈
自
己
〉
が
そ
の
〈
こ
こ
ろ
〉
と
〈
か
ら
だ
〉
を
分
離
さ
せ
る
こ

と
な
く
（
つ
ま
り
、〈
自
己
同
一
性
〉
を
保
っ
た
ま
ま
の
姿
で
）
直

接
事
象
を
体
験
し
、
そ
の
体
験
的
な
事
態
把
握
に
基
い
て
言
語
化
す

る

　

つ
ま
り
、〈
い
ま
・
こ
こ
〉
と
い
う
条
件
を
欠
く
と
、
典
型
性
が
落
ち

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
要
点
は
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
に
お
け
る

体
験
と
い
う
視
点
が
主
観
性
の
段
階
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
の

作
例
で
こ
の
点
を
検
討
す
る
。

　
（
16
）
あ
の
方
は
本
当
に
素
敵
だ
。

　
（
17
）
あ
の
方
は
本
当
に
奇
麗
だ
。

　
（
18
）
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
は
？

素
敵
だ
。

　
（
19
）
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
は
奇
麗
だ
。

　
（
16
）（
17
）
は
、
ど
ち
ら
も
不
自
然
で
は
な
い
が
、（
18
）（
19
）
で
は
、

「
素
敵
」
の
ほ
う
が
や
や
不
自
然
に
な
る
。

　
「
あ
の
方
」
を
主
語
と
し
た
（
16
）（
17
）
で
は
、〈
い
ま
・
こ
こ
〉
で

体
験
し
て
い
る
〈
自
己
〉
か
ら
物
理
的
に
離
れ
た
位
置
に
い
る
現
時
点
で

の「
あ
の
方
」と
、〈
い
ま
〉か
ら
回
想
し
て
い
る
過
去
の
時
点
に
お
け
る「
あ

の
方
」
の
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
前
者
は
「
素
敵
」
の
ほ
う
が
馴

染
み
、
後
者
は
「
奇
麗
」
の
ほ
う
が
馴
染
む
。
そ
の
た
め
、
文
単
体
で
見

る
と
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、「
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
」
を
主
語
と
し
た
（
18
）

（
19
）で
は
、〈
い
ま
・
こ
こ
〉の
眼
前
に
あ
る「
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
」

で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
、
主
体
が
（
映
画
や
画
像
な
ど
で
）
体
験
し
た

過
去
の
時
点
に
お
け
る
「
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
」
を
想
起
す
る
。

　
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
に
お
け
る
体
験
と
い
う
要
素
が
欠
け
る
場
面
で
、
主

観
性
の
強
い
表
現
が
不
適
に
な
り
や
す
い
と
す
る
と
、「
素
敵
」
は
主
観

性
が
強
く
、「
奇
麗
」
は
「
素
敵
」
よ
り
も
主
観
性
が
弱
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
の
た
め
、「
素
敵
」
は
客
観
的
尺
度
に
基
づ
く
〈
様
態
〉
を

表
し
て
い
る
の
で
な
く
、
主
観
的
尺
度
に
基
づ
く
〈
態
度
表
明
〉
だ
と
と

ら
え
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。「
奇
麗
」
に
も
主
観
性
（
評
価
性
）
は
あ

る
が
、そ
の
程
度
で
い
え
ば
〈
態
度
表
明
〉
と
す
る
ほ
ど
強
く
表
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、「
奇
麗
」
は
〈
様
態
〉
の
副
詞
と
分
類
で
き
る
。
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４
．
形
容
動
詞
と
副
詞
の
意
味
分
析
の
ま
と
め

　

以
上
、
形
容
動
詞
と
副
詞
の
意
味
機
能
を
踏
ま
え
て
、
二
品
詞
の
形
態

と
意
味
の
関
連
性
を
考
察
し
た
。
副
詞
と
形
容
動
詞
の
意
味
機
能
の
先
行

研
究
を
ま
と
め
、
双
方
の
対
応
関
係
を
整
理
し
、
対
象
語
に
反
映
さ
せ
た

結
果
、
以
下
の
４
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
形
容
動
詞
は
〈
時
間
関
係
〉
の
意
味
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
。

②
典
型
的
な
形
容
動
詞
は
副
詞
の
大
分
類
の
〈
様
態
〉〈
態
度
表
明
〉

の
み
に
属
し
、
複
数
の
大
分
類
に
ま
た
が
る
語
は
見
ら
れ
な
い
。

③
中
間
的
な
語
は
〈
様
態
〉
に
加
え
、〈
態
度
表
明
〉〈
程
度
〉
の
意
味

を
兼
任
す
る
多
義
的
な
語
が
多
い
。

④「
丁
度
」
の
よ
う
な
複
数
の
大
分
類
に
属
す
る
多
義
的
な
語
で
あ
っ

て
も
、
形
容
動
詞
に
即
さ
な
い
意
味
が
含
ま
れ
れ
ば
、
形
容
動
詞
的

な
は
た
ら
き
は
で
き
な
い
傾
向
に
あ
る
。

　

本
節
で
は
形
容
動
詞
と
副
詞
の
連
続
性
を
扱
っ
た
。
し
か
し
、
先
の
二

品
詞
に
限
ら
ず
、
品
詞
は
相
互
に
連
続
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
橘
１
９

７
３
な
ど
）。
そ
の
た
め
、
今
後
も
種
々
の
品
詞
間
の
連
続
性
を
意
味
的

側
面
と
形
態
的
側
面
の
両
面
か
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
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注１　

上
原
（
２
０
０
２
）
で
は
、
形
容
動
詞
の
基
本
的
意
味
の
属
す
る
語
の
ま

と
ま
り
を
「
意
味
ク
ラ
ス
」
と
称
し
て
い
る
。

２　

西
原
は
、構
文
レ
ベ
ル
で
副
詞
を
と
ら
え
て
お
り
、「
運
悪
く
」の
ほ
か「
困
っ

た
こ
と
に
」
な
ど
も
副
詞
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
連
用

修
飾
要
素
は
「
副
詞
」
と
区
別
し
て
取
り
扱
っ
た
。

３
「
明
日
」
の
例
は
副
詞
を
動
詞
の
前
に
置
き
、
連
用
修
飾
に
す
れ
ば
自
然
な

文
に
な
る
（「
明
日
、
仕
事
が
も
っ
と
あ
る
」）。
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